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民生費

土木費教育費

89億6,017万円

38億5,537万円 43億909万円

■年金生活者等支援臨時給付金給付事業  ⇒  ２億4,987万円　
　所得が少ない高齢者の支援を目的として、対象者に給付金を支給
しました。
■山辺里保育園改修増築事業  ⇒  6,481万円
　保育室を増改築し、未満児の受け入れ人数を増やしました。

このほかに◦病児保育施設建設◦高齢者の生活支援事業◦子育て支
援事業　などを行いました。

■小、中学校施設改修事業  ⇒  ５億7,249万円
　村上小学校屋内運動場や村上第一中学校武道場などの
改修工事を行い、耐震・防災機能強化を図りました。
■教育情報センター空調設備改修工事  ⇒  ２億3,596万円
　老朽化した空調設備の改修工事を行いました。

このほかに◦学校給食施設の改修◦スクールバスの運行
◦パソコン教育環境の整備◦文化財の保護　などを行い
ました。

■道路対策事業  ⇒  ２億7,531万円
　側溝や舗装などの道路施設の補修などを行い、適正な
維持管理をしました。
■排水路新設改良事業  ⇒  １億3,118万円
　排水路の整備を行い、豪雨時における浸水被害の解消
を図りました。

このほかに◦歩道や市道、幹線道路の整備◦公営住宅の
維持修繕　などを行いました。

▲あらかわ病児保育センターを建設

▲駐車場を拡張（マナボーテ村上） ▲高速アクセス道路（市道桃川牧目線）の整備

整備前 整備後

特集：平成28年度  決算報告

確認しよう！市のお金の使い道特集

平成28年度  主な取り組み（一般会計）

平成28年度 決算報告

　９月の市議会定例会で認定された平成28年度決算。
その主な取り組みや財政状況を、お知らせいたします。
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商工費消防費

総務費 34億7,097万円

衛生費 24億2,577万円

農林水産業費 25億6,880万円

15億5,993万円15億9,690万円

■生活交通確保対策事業  ⇒  ２億852万円
　公共交通バス路線の運行事業者に対して補助金を交付
し、交通手段の確保を図りました。
■協働のまちづくり推進事業  ⇒  9,218万円
　地域まちづくり組織に対して交付金を支給し、市民協
働のまちづくりを推進しました。

このほかに◦集落の集会施設の整備支援◦定住促進を図
る取り組み◦防犯灯設置　などを行いました。

■農地・水・環境保全向上対策事業  ⇒  ３億3,231万円
　農地、農業用施設の適切な維持管理が推進され、自然
景観の向上、共同活動の活性化が図られました。
■中山間地域等直接支払交付金事業  ⇒  8,501万円
　山間地の農地の多面的機能を確保するため、対象とな
る33集落に交付金を支給しました。

このほかに◦農業機械、施設の導入助成◦用水路などの
改修◦間伐実施への助成◦林道の改良　などを行いまし
た。

■観光振興事業  ⇒  8,485万円
　観光関連団体への補助や、市産食材を使用した駅弁の
販売などを行い、観光振興を図りました。　
■物産振興事業  ⇒  7,602万円
　ふるさと納税寄附者に市の特産品を贈呈し、市の魅力
をアピールしました。

このほかに◦中小企業の経営支援◦プレミアム付商品券
発行に対する補助◦住宅リフォーム費用の助成　などを
行いました。

■消防施設整備事業  ⇒  7,906万円
　消防用ポンプ積載車や小型ポンプの更新、防火水槽な
どの新設・更新により、消防力の維持・向上と防災力強
化を図りました。
■消防車両整備事業  ⇒  7,173万円
　消防車両の更新により消防力の向上を図りました。

このほかに◦津波避難路の整備◦海岸部における海抜表
示板の設置◦土砂災害ハザードマップの作成　などを行
いました。

■ごみ処理場運営事業  ⇒  ３億6,509万円
　エコパークむらかみで一般廃棄物の適正な処理を行いました。
■予防接種事業  ⇒  １億3,048万円
　インフルエンザや日本脳炎、小児肺炎球菌ワクチンなどの予防
接種を行いました。

このほかに◦特定健康診査などの助成◦子どもの医療費助成
◦住宅用太陽光発電システム設置者への補助金の交付　などを
行いました。

▲林道上田沢線改良工事（関口地内）

▲食の魅力を発信　村上市の駅弁を販売▲消防団に広報指導分団が誕生

▲子どもの医療費助成の充実
（写真は瀬波小学校の児童）

▲防犯灯のＬＥＤ化の推進

整備前 整備後

特集：平成28年度  決算報告
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特集：平成28年度  決算報告

一般会計

　決算は、予算に対してどれだ
けの収入と支出があったのか、
また、どのように使われたのか
をまとめたものです。議会に報
告し、予算の使い方が適正であ
ったかどうかの認定を受けます。

決 算

■支出
主に民生費・土木費・教育費が増加、消防費・
公債費・その他（諸支出金）は減少
　民生費は年金生活者等支援臨時給付金の給付
や病児保育施設建設などにより４億3,122万円増
加、教育費は教育情報センター空調設備の改修
工事などにより２億4,177万円増加しました。
　消防費は消防救急デジタル無線の整備完了な
どに伴い６億278万円減少、諸支出金は村上総合
病院移転新築支援基金の積立終了などに伴い19
億4,238万円減少しました。
　総額は前年度と比べて13億5,863万円の減少と
なりました。

歳出

歳出 内訳
総額 327億6,628万円

民生費
89億6,017万円

27.3％

土木費
43億909万円

13.2％

公債費
35億2,183万円

10.7％

教育費
38億5,537万円

11.8％

総務費
34億7,097万円

10.6％

衛生費
24億2,577万円

7.4％

消防費
15億9,690万円

4.9％

商工費
15億5,993万円

4.8％
その他

４億9,745万円
1.5％

■収入
主に県支出金・市税が増加、地方交付税、譲与
税・交付金、繰入金は減少
　県支出金は農業費補助金が7,951万円増加、市
税は個人市民税が4,211万円増加しました。
　地方交付税は２億3,245万円減少、譲与税・交
付金は、地方消費税交付金が１億3,994万円減少、
繰入金は財政調整基金繰入金が17億円減少しま
した。
　総額は前年度と比べて15億8,922万円の減少と
なりました。

歳入 内訳
総額 340億3,974万円

歳入

地方交付税
138億5,244万円

40.7％

市税
67億1,704万円

19.7％

市債
27億3,920万円

8.1％
国庫支出金

28億3,625万円
8.3％

県支出金
19億8,164万円

5.8％

諸収入
11億4,422万円

3.4％

譲与税・交付金等
15億3,769万円

4.5％

分担金及び負担金
５億861万円

1.5％

使用料及び手数料
３億6,324万円

1.1％ その他
23億5,941万円

6.9％

農林水産業費
25億6,880万円

7.8％

　平成28年度の一般会計は、歳入総額
（340億3,974万円）、歳出総額（327億
6,628万 円 ） で、 差 し 引 く と（12億
7,346万円）となりました。その額から、
翌年度へ繰り越すべき財源（繰越事業
の財源）を差し引いた収支（実質収支）
は、（10億7,537万円）となり、『黒字』
となりました。
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特別会計

市財政の運営状況

特集：平成28年度  決算報告

公営企業会計
上水道事業決算額

収益的収支
収　入 11億4,014万円

支　出 10億1,721万円

資本的収支
収　入 １億8,495万円

支　出 ７億8,384万円

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出
土地取得 ２万円 ２万円
情報通信事業 ５億1,406万円 ４億9,531万円
蒲萄スキー場 5,953万円 5,869万円
国民健康保険 78億9,020万円 76億3,670万円
後期高齢者医療 ６億2,092万円 ６億2,047万円
介護保険 77億1,885万円 75億1,045万円
下水道事業 51億9,412万円 51億4,596万円
集落排水事業 11億1,885万円 10億9,245万円
簡易水道事業 ６億2,876万円 ６億1,488万円

市債（借入金）残高
会　計　名 平成28年度末残高 平成27年度末残高

一般会計 319億3,221万円 324億3,478万円
蒲萄スキー場 1,200万円
情報通信事業 ６億9,296万円 ８億9,907万円
下水道事業 319億1,645万円 323億6,098万円
集落排水事業 82億6,269万円 86億2,827万円
簡易水道事業 27億0,199万円 28億6,885万円
上水道事業 55億9,053万円 55億0,683万円

早期健全化基準、財政再生基準の数値を超えたときは、財政悪化と
なります。赤字額がない場合は「−」と記載

水道事業や下水道事業の経営状態の悪化の度合い
を示します。赤字額がない場合は「−」と記載

●問い合わせ　財政課財務係　☎53−2111（内線323）

健全化判断比率 平成28年度 平成27年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 一般会計を対象とした赤字額の程度 − − 12.32 20.00
連結実質赤字比率 全会計を対象とした赤字の程度 − − 17.32 30.00
実質公債費比率 公債費とこれに準ずる経費の程度 13.7 14.7 25.00 35.00
将来負担比率 これから先の負担額の程度 116.5 112.6 350.00

資金不足比率 28年度 27年度 経営健全化
基準

下水道事業特別会計 − − 20.00
集落排水事業特別会計 − − 20.00
簡易水道事業特別会計 − − 20.00
上水道事業会計 − − 20.00

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率　※

資金不足比率　※

　特別会計は、特定の事業を行う
ために、財布を別にして、管理す
るものです。
　公営企業会計は、原則として独
立採算制で運営される会計です。

　一般会計の市債残高は、前年度より５
億257万円減り319億3,221万円となりま
した。減少の要因は、市債発行額を元金
償還額以下に抑えたためです。
　市債は、主に道路や学校など長期間利
用していく施設などの建設費用のための
借入金です。市債の発行により、次世代
の人々にも費用を負担していただき、世
代間の公平性を考慮しています。

　資本的収入が資本的支出に不足した額
（５億9,890万円）は、内部留保資金など
で補てんしました。

　これらの比率は、財政の
健全化を測るもので、平成
28年度はすべての比率で基
準を下回りました。
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　10月５日㈭～９日（月・祝）にかけて、日本海沿岸東北自動
車道上下線の荒川パーキングで、地域活性化社会実験が行
われました。
　この実験は、休憩施設の少ない区間の高速道路利用者に、
市特産物の物販や村上木彫堆朱・羽越しな布の展示など情
報発信を行い、市の観光振興や地域の活性化につなげる事
を目的としています。
　立ち寄った旅行者などに、今後のパーキングの在り方に
ついての聞き取り調査や、あらかわ地区まちづくり協議会
によるハーブティーの振る舞いなどを行ないました。

「荒川パーキングを活用した地域活性化社会実験」
日本海沿岸東北自動車道　荒川パーキング

▶
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10/5～
10/9

　平成31年度に統合を予定しているさんぽ
く南・さんぽく北小学校の合同行事「山北
ふるさと登山」が行われ、山北地区小俣に
ある「日本国」の頂上を、全校児童で目指
しました。
　上級生がリーダーとなり下級生と一緒に
活動する「縦割り班」で励まし合って、両
校児童とも全員無事に登頂できました。
　今後も、学校統合へ向けたさまざまな取
り組みを行っていく予定です。

気持ちをひとつに頂上を目指します
さんぽく南・さんぽく北小学校

▶�
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9/21

　58回目となる本大会は「緑増え豊かになりて鮭戻
る」をスローガンに開催。
　総合文化会館で行われた記念式典では、地域の林業
振興や緑化活動などに貢献している個人や団体を表彰
した後、参加者全員で、森林の重要性を再認識、森林
を健全に守り育てていくことを確認しました。
　その後、朝日中学校の「あさひの森」へ移動し、天
皇皇后両陛下お手撒きの種から育てた苗を、生徒と関
係者で植樹し、苗木の健やかな成長を願いました。

第58回岩船林業振興祭が開催されました
総合文化会館ほか

▶
植
樹
す
る
朝
日
中
学
校
２
年
生
と
市
長

10/5

　若者の採用や育成に積極的な企業として
「ユースエール認定制度」に山木組が認定さ
れました。
　ユースエール認定とは、労働時間や離職率、
有給休暇など一定の基準を満たした優良な中
小企業を厚生労働省が認定するものです。
　県内建設業で初の認定に、鈴木社長は「大
変ありがたい。若い人のためにコツコツやっ
てきたことが評価され、とてもうれしいです。
この業界は形として地図に残るやりがいのあ
る仕事なので、ぜひとも志してほしい」と話
していました。

県内建設業で初の認定企業に
山木組（八日市）9/26

▶�

鈴
木
敏
明
社
長
（
右
）

動画あり
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　今年で12回目の開催となった「塩谷の町屋散
策」。町屋見学や物産販売、砂山小学校の児童
による鼓笛隊パレードや町屋のガイド、琴や津
軽三味線の演奏会、お茶会など盛りだくさんの
内容で行われました。
　市内外から訪れた大勢の方が、妻入りの町屋
を往来する情景は、北前船の寄港地として栄え
た当時をしのばせるようでした。

地域の宝でまちおこし
塩谷集落

▶
今
年
は
ア
ル
パ
カ
も
登
場

10/8

　平林地域まちづくり協議会主催の地域交流
事業が開催されました。
　３年ぶりの晴天に恵まれ屋外開催となった
この日は、地域の住民約350人が参加。川部
集落の史跡などを巡るハイキングと荒川クリ
ーン作戦を行い、お昼は各集落自慢の芋煮を
食べ比べ、交流を深めました。

３年ぶりに晴天での開催、交流芋煮会
神林水辺の楽校

▶�

各
集
落
の
特
色
あ
る
芋
煮
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た

10/8

　村上桜ヶ丘高校の生活福祉系列の３年生36人
が、４人ごとの９グループに分かれて、村上茶
の茶殻を使った、調理実習を行いました。
　これは、授業で学んだ「食品ロス」をきっか
けに、地元食材の再利用メニューを自分たちで
考えて、実際に作ってみようと挑戦したものです。
　茶殻入りのパエリアや餃子、スープ、ハンバ
ーグ、シフォンケーキなど12種類の料理が完成
し、試食をさせていただきました。どの料理も
茶葉の風味が生かされ、とてもおいしく再利用
されていました。若い人たちの発想は無限大です。

茶殻を再利用した調理実習
村上桜ヶ丘高等学校

▶
料
理
を
前
に
決
め
ポ
ー
ズ
を
す
る
学
生
た
ち

10/18

　鵜渡路集落の活性化や住民交流、健康増進
のために開催された「うのとろ元気まつり」。
　住民約90人が参加し、おなかの健康教室

（むらかみ出前講座）で楽しく学習した後、
猿沢地域まちづくり協議会の「猿沢さわやか
体操」と、檜原大空会による「朝日音頭」を
踊りました。
　健やかで笑顔あふれる時間を過ごした参加
者は、元気いっぱいの一日となったようです。

うのとろ元気まつりが開催されました
鵜渡路公民館

▶�

猿
沢
小
学
校
校
歌
を
歌
い
な
が
ら
猿
沢
さ

わ
や
か
体
操
を
踊
る
参
加
者

10/15
動画あり
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引
越
し
や
大
掃
除
な
ど
で
大
量
に
ご
み

が
出
た
場
合
や
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ

な
い
大
き
い
ご
み
な
ど
は
、
市
ご
み
処
理

場
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

持
ち
込
む
場
合
に
、
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○�
「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
」「
有
害
ご
み
」

に
分
け
て
、
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

○�

資
源
ご
み
（
雑
誌
や
缶
類
な
ど
）
は
、

受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。
各
地
区
の
資

源
ご
み
の
日
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

市
の
ご
み
指
定
袋
に
入
れ
て
持
ち
込
む

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
れ
て
持
ち
込

ん
で
も
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
指

定
袋
代
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
そ
の
ま
ま
持
ち
込
み
で
き
る
も
の

　
［
ふ
と
ん
類
］［
自
転
車
］［
タ
ン
ス
・

家
具
類
］［
じ
ゅ
う
た
ん
］［
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
］
な
ど

○
処
理
す
れ
ば
持
ち
込
め
る
も
の

［
ソ
フ
ァ
や
ベ
ッ
ド
マ
ッ
ト
レ
ス
］

　

中
の
バ
ネ
を
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

［
枝
木
］

　

直
径
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
２
メ

ー
ト
ル
以
内
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
波
と
た
ん
・
雨
ど
い
］

　

１
メ
ー
ト
ル
以
内
に
切
っ
て
く
だ
さ

い
。
一
日
に
10
枚
（
本
）
ま
で
。

○
持
ち
込
め
な
い
ご
み
の
一
例

　
［
コ
ン
ク
リ
ー
ト
］［
漁
網
］［
消
化
器
］［
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
や
ホ
イ
ー
ル
カ
バ
ー
な
ど
の

自
動
車
部
品
］［
バ
ッ
テ
リ
ー
］［
漬
物
石
］

［
畦
シ
ー
ト
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
］［
ピ
ア
ノ
］
な
ど

※�

詳
し
く
は
、
市
発
行
の
冊
子
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
施
設
利
用
時
間 

　

月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
含
む
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時 

■
休
業
日

　

�

日
曜
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月
31
日
、

　

１
月
１
日
～
３
日
）

●
問
い
合
わ
せ

　

エ
コ
パ
ー
ク
む
ら
か
み
☎
60
‐
２
４
３
０

　

�

環
境
課
生
活
環
境
室
☎
53
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
７
１
）

受け入れ
できません。

エ
コ
パ
ー
ク
む
ら
か
み
（
市
ご
み
処
理
場
）
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み

こ
ん
な
こ
と
に
ご
注
意
を

［燃やすごみ］［燃やさないごみ］［有害ごみ］［家電リサイクル品］

分　別



村上市の職員数や給与などについて公表します
1 人件費率 （平成28年度普通会計決算）

※普通会計では、国民健康保険、水道事業などの特別会計事業に従事する職員の人件費は除かれています
※人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市長、議員など）の給料、手当、共済負担金等が含まれています

2 給与費の内訳 （平成28年度普通会計決算）

※職員手当は、退職手当を除いたその他の手当（扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当等）の総額です

3 定員の状況 ※臨時、非常勤職員除く （平成29年4月1日現在）
区分 職員数 区分 職員数

部門
平成
28
年度

平成
29
年度

部門
平成
28
年度

平成
29
年度

議会 4 4 教育 85 83

総務 137 136 特別行政 消防 138 139

税務 33 33

一般行政 民生 134 135 小計 223 222

衛生 47 48 病院 0 0

労働 1 1 水道 23 23

農林水産 42 43 公営企業 下水道 21 22

商工 15 17 その他 40 40

土木 40 40 小計 84 85

小計 453 457 合計 760 764

4 特別職の報酬等の状況 （平成29年4月1日現在）
区分
給料 市長

副市長
教育長

報酬 議長
副議長
議員

5 一般行政職の級別構成比 （平成29年4月1日現在）
区分 標準的な職務内容 構成比(%)
6級 課長・支所長・参事 4.2
5級 課長・支所長・参事・課長補佐 18.7
4級 副参事 9.5
3級 係長・主査 49.4
2級 主任 9.5
1級 主事・技師 8.7

計 100.0401人
35人

17人

38人
198人

職員数

609,400円
794,100円

541,100円
359,000円
295,000円
273,000円

75人

給料・報酬月額 期末手当

6月期
12月期
計

38人

1.550月分
1.700月分
3.25月分

※村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数で「標準的な職務内
容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です

人件費 
53億6,556万円(16.4%) 

給料 
23億6,852万円 

65.3% 職員手当 
3億4,974万円

9.6% 

期末勤勉手当
9億0,749

25.0% 

１　人件費率（平成28年度普通会計決算）

●問い合わせ　総務課人事管理室
　　　　　　　☎53−2111（内線318）

【給与について】（平成29年４月１日現在）

【手当について（主なもの）】（平成29年４月１日現在）

１　職員の初任給

２　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

１　期末・勤勉手当

２　扶養手当

３　住居手当

４　通勤手当

５　退職手当

２　給与費の内訳（平成28年度普通会計決算）

３　定員の状況　※臨時、非常勤職員除く（平成29年４月１日現在）

４　特別職の報酬等の状況� （平成29年４月１日現在）

５　一般行政職の級別構成比� （平成29年４月１日現在）

※�普通会計では、国民健康保険、水道事業などの特別会計事業に従
事する職員の人件費は除かれています

※�人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市長、議員など）
の給料、手当、共済負担金等が含まれています

※初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です

※期末・勤勉手当の（　）内は、再任用職員に係る支給割合です
　�再任用職員とは定年退職等により退職した後、改めて採用された

職員をいいます

（注）該当する職員がいない場合は空欄としています。

※�職員手当は、退職手当を除いたその他の手当（扶養手当、通勤手当、
時間外勤務手当等）の総額です

※�村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職
員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する代表
的な職名です

区分 職員数 区分 職員数
部門 平成28

年度
平成29
年度 部門 平成28

年度
平成29
年度

議会 4 4 教育 85 83
総務 137 136 特別

行政
消防 138 139

税務 33 33
民生 134 135 小計 223 222

一般
行政

衛生 47 48 病院 0 0
労働 1 1 公営

企業

水道 23 23
農林水産 42 43 下水道 21 22
商工 15 17 その他 40 40
土木 40 40 小計 84 85

小計 453 457 合計 760 764

区分 職名 給料・報酬月額
市　長 794,100円

給料 副市長 609,400円
教育長 541,100円
議　長 359,000円

報酬 副議長 295,000円
議　員 273,000円

区分 一般行政職 技能労務職 消防職
大学卒 高校卒 高校卒 高校卒

村上市 178,200円 146,100円 143,500円 168,400円

国
総合職

182,700円
一般職

178,200円
146,100円 143,500円

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 242,567円 280,433円 322,120円
高校卒 211,200円 250,500円 286,433円

技能労務職 高校卒 ― ― 244,700円

村　　上　　市 国
期末 勤勉

同じ

６月期 1.225月分
（0.65）

0.850月分
（0.40）

12月期 1.375月分
（0.80）

0.850月分
（0.40）

計 2.60月分
（1.45）

1.70月分
（0.80）

職制上の段階、職務の級等による加算措置有

区分 村　上　市 国
（支給率） （自己都合）（勧奨・定年）（自己都合）（勧奨・定年）
勤続20年 20.445月分 25.556月分

同じ勤続25年 29.145月分 34.583月分
勤続35年 41.325月分 49.590月分

最高限度額 49.590月分 49.590月分

加算措置 定年前早期退職特例措置
（２%～20%加算）

定年前早期退職特例措置
（３%～45%加算）

１人あたり
平均支給額 5,859千円 20,372千円 −

区分 村上市 国
配偶者 13,000円 10,000円
その他 各 6,500円 子 各8,000円　父母等 各6,500円

村　　上　　市 国
借家　�月額12,000円以上の家賃を払っている職員

に対し、家賃額に応じ最高27,000円まで 同じ

村　　上　　市 国
電車・バスなどの交通機関利用者
運賃の額に応じて最高55,000円まで支給 同じ

自動車等利用者
片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円まで支給

2,000円から
31,600円まで

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比（％）
６級 課長・支所長・参事 17人 4.2
５級 課長・支所長・参事・課長補佐 75人 18.7
４級 副参事 38人 9.5
３級 係長・主査 198人 49.4
２級 主任 38人 9.5
１級 主事・技師 35人 8.7

計 401人 100.0

村上市の職員数や給与などについて公表します
1 人件費率 （平成28年度普通会計決算）

※普通会計では、国民健康保険、水道事業などの特別会計事業に従事する職員の人件費は除かれています
※人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市長、議員など）の給料、手当、共済負担金等が含まれています

2 給与費の内訳 （平成28年度普通会計決算）

※職員手当は、退職手当を除いたその他の手当（扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当等）の総額です

3 定員の状況 ※臨時、非常勤職員除く （平成29年4月1日現在）
区分 職員数 区分 職員数

部門
平成
28
年度

平成
29
年度

部門
平成
28
年度

平成
29
年度

議会 4 4 教育 85 83

総務 137 136 特別行政 消防 138 139

税務 33 33

一般行政 民生 134 135 小計 223 222

衛生 47 48 病院 0 0

労働 1 1 水道 23 23

農林水産 42 43 公営企業 下水道 21 22

商工 15 17 その他 40 40

土木 40 40 小計 84 85

小計 453 457 合計 760 764

4 特別職の報酬等の状況 （平成29年4月1日現在）
区分
給料 市長

副市長
教育長

報酬 議長
副議長
議員

5 一般行政職の級別構成比 （平成29年4月1日現在）
区分 標準的な職務内容 構成比(%)
6級 課長・支所長・参事 4.2
5級 課長・支所長・参事・課長補佐 18.7
4級 副参事 9.5
3級 係長・主査 49.4
2級 主任 9.5
1級 主事・技師 8.7

計 100.0401人
35人

17人

38人
198人

職員数

609,400円
794,100円

541,100円
359,000円
295,000円
273,000円

75人

給料・報酬月額 期末手当

6月期
12月期
計

38人

1.550月分
1.700月分
3.25月分

※村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数で「標準的な職務内
容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です

人件費 
53億6,556万円(16.4%) 

給料 
23億6,852万円 

65.3% 職員手当 
3億4,974万円

9.6% 

期末勤勉手当
9億0,749

25.0% 

歳出総額
326億4,157万円

人件費
53億6,556万円

（16.4％）

期末勤勉手当
９億749万円

（25.0％）
職員手当
３億4,974万円

（9.6％）

給料
23億6,852万円

（65.3％）

６月期
12月期

計

1.550月分
1.700月分
3.25月分

期末手当

※１人あたり平均支給額は、平成28年度に退職した職員に対するものです

村上市の職員数や給与などを公表します
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受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈬
～
11
月
15
日
㈬

　

※
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

申
し
込
み
で
き
る
人

・
村
上
市
に
住
民
登
録
を
有
し
て
い
る
。

・
父
母
お
よ
び
祖
父
母
な
ど
が
就
労
や
傷
病

な
ど
の
理
由
で
保
育
を
必
要
と
し
て
い
る
。

入
園
決
定
ま
で
の
流
れ

①�

「
保
育
園
等
施
設
利
用
（
入
園
）
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
ま
す
。

　

�［
配
布
場
所
］
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
、各
支

所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室
、
各
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
各
地
域
型
保
育
事
業
所

　

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

②
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
［
提
出
場
所
］
配
布
場
所
と
同
じ

③�

申
請
書
の
内
容
に
よ
り
、
総
合
的
に
保
育

の
必
要
性
を
判
断
し
て
「
支
給
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

④�

入
園
決
定
者
に
、
来
年
１
月
下
旬
ご
ろ
に

「
入
園
承
諾
書
」
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。

入
園
希
望
の
多
い
保
育
園
で
は
、
入
園
調

整
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
育
料

　

お
子
さ
ん
と
生
計
が
一
緒
の
父
母
の
市
民

税
額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
計

の
中
心
者
が
父
母
以
外
の
扶
養
義
務
者
で
あ

る
場
合
は
、そ
の
課
税
額
が
合
算
さ
れ
ま
す
。

※�

認
定
こ
ど
も
園
・
地
域
型
保
育
事
業
施
設

も
同
様
で
す

保
育
時
間

　

次
の
い
ず
れ
か
の
利
用
時
間
と
な
り
ま
す
。

　

①
保
育
標
準
時
間
→　

11
時
間
以
内

　

②
保
育
短
時
間
→　

８
時
間
以
内

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
申
請
書
と
一
緒
に
配
布
す
る

「
入
園
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ラ
イ
フ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

の
「
入
園
入
学
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室　

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
８
）

　

�

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室
、

各
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
各
地
域
型

保
育
事
業
所

11
月
１
日
か
ら

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

平成30年度

地区 保育園名 電話番号 定員 乳児保育
受入月齢

村上

第一保育園 52−3085 90 ４か月
第二保育園 52−2488 100 ４か月
岩船保育園 56−7124 120 ４か月
瀬波保育園 52−4400 110 ４か月
山辺里保育園 53−1541 120 ４か月
山居町保育園 52−4179 110 11か月
村上いずみ園

（認定こども園） 52−4431 96 ６か月

ゆりかご保育園
（小規模保育事業所） 53−2575 15 ３か月

マイマイ保育園
（小規模保育事業所） 52−6706 ６ 12か月

荒川 金屋保育園 62−2355 120 ４か月
あらかわ保育園（公設民営） 62−0015 210 ４か月

神林 向ヶ丘保育園 66−8330 160 ４か月
みのり保育園 66−8370 130 ４か月

朝日

舘腰保育園 72−1554 100 ４か月
高南保育園 72−1153 90 ４か月
猿沢保育園 72−1170 90 ４か月
介護老人保健施設杏園内
託児所（事業所内） 60−2222 19 ２か月

山北 山北にじいろ保育園 77−2012 80 ４か月
山北おおぞら保育園 77−2620 90 ４か月

◆ 各園の連絡先・定員など ◆
　　多子世帯（３人以上）への

　保育料を軽減しています
　市独自の保育料軽減制度を設け
ています。３人以上の子を養育し
ている世帯について、年齢制限を
設けずに、第１子が入園する場合
は全額負担、第２子は半額、第３
子以降は無料になります。また、
私立幼稚園は、同様の負担となる
よう私立幼稚園就園奨励費制度を
拡充しています。

▲元気な園児たち（山居町保育園）

３人以上
は無料



13　　2017.11.1　　市報むらかみ

　

市
で
は
、
保
護
者
な
ど
が
仕
事
な
ど
で
自

宅
に
い
な
い
場
合
に
、
小
学
生
が
放
課
後
を

楽
し
く
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
と

し
て
学
童
保
育
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合

は
、受
付
期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈬
～
11
月
15
日
㈬

　

※
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

対
象
児
童

　

放
課
後
、
自
宅
に
保
護
者
な
ど
が
い
な
い

市
内
の
小
学
生

利
用
料

　

１
人　

月
額　

５
千
円

　

※
そ
の
他
、
お
や
つ
代
が
か
か
り
ま
す

開
設
時
間

　

放
課
後
〜
午
後
６
時
30
分

　

※
土
曜
日
と
夏
休
み
期
間
な
ど
は

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

休
所
日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
（
８
月
13
日
～
18

日
の
う
ち
連
続
す
る
３
日
間
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
）

　

※�

そ
の
他
都
合
に
よ
り
休
所
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

児
童
の
送
迎

　

児
童
は
放
課
後
、
学
校
か
ら
徒
歩
ま
た
は

バ
ス
で
学
童
保
育
所
へ
行
き
ま
す
。
帰
宅
時

は
保
護
者
な
ど
が
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

選
考
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
書
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
お
よ

び
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室
、
各

学
童
保
育
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

11
月
１
日
か
ら

学
童
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

平成30年度

校　　区 学童保育所名 電話番号 定員

村上小学校 二之町学童保育所 53－3323 50

村上南小学校
南町学童保育所 53－3077 40

なんしょうクラブ 080－
1248－6118 50

岩船小学校 岩船学童保育所 56－8787 45

瀬波小学校
上海府小学校 瀬波学童保育所 53－4130 60

校　　区 学童保育所名 電話番号 定員
山辺里小学校 山辺里学童保育所 52－3321 45

保内小学校 保内学童保育所 50－5125 70

金屋小学校 金屋学童保育所 62－2101 20

神林地区内小学校 神林学童保育所 66－7297 45

朝日地区内小学校 朝日学童保育所 53－4711 40

さんぽく北小学校 山北やまゆり学童保育所 77－4820 60

さんぽく南小学校 山北はまゆり学童保育所 77－3050 15

◆ 各学童保育所の校区・連絡先など ◆

▶
神
林
学
童
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

たのしいよ
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平成30年度  村上市奨学生を募集
　平成30年４月に大学・短大・専修学校（専門課程に
限る）へ進学および在学する市内居住者のお子さんな
どで、学業が優秀で経済的理由により修学困難な人に
対して選考の上、奨学金を貸与します。
●問い合わせ　学校教育課教育総務室　☎72−6882

 申し込み
 ○申込資格
・保護者が村上市民で、市税を滞納していないこと
　※分納などをしている人はご相談ください
・学業成績が優秀と認められる人（在学または出身学校

の推薦が必要です）
　※�５段階評価でおおむね「３」以上、「良またはＢ」

以上がおおむね半分以上
・保護者の１年間の収入額が、おおむね600万円以下で

あること（事業所得などは、おおむね400万円以下で
あること）

　※�本人以外にも大学・短大・専修学校への就学者のい
る世帯は考慮します

・市内に連帯保証人２人を有する人（１人は保護者、１
人は独立の生計を営む成年者）

・日本学生支援機構や新潟県などの無利子奨学金を受け
ていないこと

 ○申込期間　 平成30年１月４日㈭〜２月28日㈬

 ○申込方法
　学校教育課（朝日庁舎）および各教育事務所に備え付
けの申請書に必要事項を記入の上、提出してください。
申請書は市ホームページからもダウンロードできます。
 貸与と返還
・貸与月額　�月７万円・５万円・３万円のうち、本人の

希望と家庭の事情などを勘案して決定しま
す。

・貸与期間　�平成30年４月から最短修学年限の終期まで。
・振 込 日　�奨学金は毎月10日をめどに口座に振り込み

ます。ただし、最初の年の４月分は５月分
と合算し、５月に振り込みます。

・返　　還　�卒業後１年を経過した後から起算して、10
年を超えない範囲で全額を均等月賦で、口
座振替払いにより返還していただきます。
なお、奨学金は無利子です。

 提出書類
・奨学金貸付申請書　・奨学生推薦調書
・世帯全員の住民票の写し
・前年の保護者の所得を証明するもの（平成29年分の給与
　源泉徴収票、公的年金源泉徴収票、確定申告書控など）
・連帯保証人を内諾している人（２人）の納税証明書
 採否決定
　平成30年３月31日までに選考結果を通知します。

校歌の歌詞と校章デザインを募集します
平成31年４月開校予定「朝日さくら小学校」と「さんぽく小学校」

学業を頑張る人　無利子で応援

　統合により、平成31年度に開校予定の新しい学校の校歌の歌詞と
校章デザインを募集します。

●応募・問い合わせ
　「朝日さくら小学校」	 〒958−0292　岩沢5611番地　市教育委員会　学校教育課内

猿沢・塩野町小学校統合推進委員会事務局　☎72−6882
メール　gakko-g@city.murakami.lg.jp

　「さんぽく小学校」	 〒959−3993　府屋232番地　市教育委員会　山北教育事務所内
さんぽく南小学校・さんぽく北小学校統合推進委員会事務局　☎77−4052
メール　s.gakko@city.murakami.lg.jp

■応募資格
　市内、市外や年齢を問わず、どなたでも応募で
きます。
■募集内容
　次の学校の校歌の歌詞と校章デザイン
　・朝日さくら小学校
　　（猿沢小学校と塩野町小学校が統合）
　・さんぽく小学校
　　（さんぽく南小学校とさんぽく北小学校が統合）
■募集期間
　11月１日㈬～平成30年１月31日㈬

■表　　彰
　採用候補作品・佳作には、賞状と記念品を贈呈し
ます。
■応募方法
　応募用紙は所定の様式、またはＡ４判の縦置きの
ものを使用して、必要事項を記入のうえ、各統合推
進委員会事務局に、持参、郵送またはメールで応募
してください。募集要項・応募用紙は市ホームペー
ジからダウンロードできます。また、学校教育課、
各教育事務所に備え付けています。
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12月１日から申請を受け付けします
　平成30・31年度に市が発注する「建設工事」「建設コンサルタント等」「物品
調達」「業務委託」の入札および随意契約の見積りに参加を希望する場合は、入
札参加資格審査申請書を提出してください。
　詳細については、市ホームページに掲載する申請要領をご確認ください。

○受付期間　12月１日㈮～平成30年１月31日㈬
○申請方法　�所定の申請書類を財政課契約検査室に直接持参するか、郵送または宅配便により

提出してください。
※申請書類は、市ホームページ（「入札・契約情報」から検索）からダウンロードできます
●問い合わせ・申し込み　財政課契約検査室　☎53−2111（内線321、322）

申請区分 内　　　容
建設工事 土木一式工事、建築一式工事、電気工事　など
建設コンサルタント等 建設コンサルタント、一級建築設計、測量　など
物品調達 機械、車両、消耗品、リース　など
業務委託 清掃業務、施設管理業務　など

小規模工事 小規模な工事（70万円未満）
※建設工事で申請する場合には小規模工事の申請はできません

平成30・31年度  入札参加資格審査申請（定期申請）

　11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」で
す。国では、毎年11月12日～25日を「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間として、女性に対する
暴力問題に関する取り組みを一層強化することと
しています。
　配偶者などのパートナーからの暴力や性犯罪、
ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシャル・
ハラスメントなど、女性に対する暴力は、女性の
人権を侵害するものであり、決して許されない行
為です。ひとりで悩まず、まずはご相談ください。
相談することで、ひとりでは気づかなかった解決
方法が見つかるかもしれません。

●問い合わせ
　市民課生活人権室　☎53−2111（内線281）

～ 一人で悩まず、まずは相談を！ ～
〜考えよう相手の気持ち 育てよう思いやりの心〜

人権啓発シリーズ ⑩ 人権つうしん

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です

「内閣府男女共同参画局　女性に対する暴力をなくす運動の描きおろし漫画」

ＤＶ相談ナビ
０５７０−０−５

こ こ に で ん わ
５２１０
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国
民
皆
保
険
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
新
潟
県
も
国
民
健
康
保
険
制

度
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
県
が
国
保
財
政
の
責
任
主
体
と
な

り
、
市
は
県
に
国
保
事
業
納
付
金
を
納
付

す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

お
も
な
変
更
点

加
入
者
の
資
格
管
理
が
県
単
位
に

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
ご
と
に
行
っ
て
い
た

加
入
者
の
資
格
管
理
を
県
単
位
で
管
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
再
手
続
き
は
不
要

で
す
）。

・
被
保
険
者
証
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市

が
発
行
し
ま
す

・
新
し
い
被
保
険
者
証
に
県
名
が
表
記
さ

れ
ま
す
（
平
成
30
年
８
月
の
一
斉
更
新

か
ら
）

・
被
保
険
者
が
、
県
内
に
住
所
異
動
し
て

も
資
格
が
継
続
さ
れ
ま
す

・
県
外
へ
住
所
異
動
し
た
場
合
は
、
村
上
市

お
よ
び
新
潟
県
内
の
資
格
を
失
い
ま
す

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
通
算
方
法

が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
を
ま
た
い
で
住
所
異

動
し
た
場
合
に
通
算
さ
れ
な
か
っ
た
高
額

　

こ
れ
ま
で
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
資
格
期
間
（
保
険
料
納
付
済
期
間
と

保
険
料
免
除
期
間
な
ど
の
合
計
期
間
）
は
25

年
で
し
た
。

　

今
年
８
月
１
日
か
ら
は
資
格
期
間
が
10
年

以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

黄
色
の
封
筒
で
順
次
「
年
金
請
求
書
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

人
で
も
、
任
意
加
入
期
間
や
合
算
対
象
期
間

を
含
め
て
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
資
格
期
間
」
と
は

　

○�

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間
や

免
除
さ
れ
た
期
間

　

○�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
期
間
（
船
員
を
含
む

厚
生
年
金
保
険
料
や
共
済
組
合
な
ど
の

加
入
期
間
）

　

○�
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
資

格
期
間
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

【
注
意
】
年
金
の
額
は
、
納
付
し
た
期
間
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
40
年
間
保
険
料
を
納

め
た
人
は
満
額
受
け
取
れ
ま
す
。
10
年
間
の

納
付
で
は
、
受
け
取
る
年
金
額
が
、
お
お
む

ね
そ
の
四
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
。

療
養
費
の
該
当
回
数
が
、
同
一
県
内
に
住

所
異
動
し
た
場
合
は
通
算
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
住
所
異
動
前
と
後

で
、
世
帯
構
成
が
変
わ
ら
な
い
な
ど
の
条

件
が
あ
り
ま
す
）。

新
潟
県
と
村
上
市
の
役
割

新
潟
県

・
財
政
負
担
の
責
任
主
体
と
な
る

・
事
務
の
効
率
化
・
標
準
化
・
広
域
化
を

推
進

・
市
町
村
ご
と
の
国
保
事
業
納
付
金
の
額
、

標
準
的
な
保
険
料
率
の
算
定
・
公
表

・
市
町
村
が
必
要
な
保
険
給
付
費
用
の
全

額
支
払
い

・
市
町
村
の
保
健
事
業
へ
の
必
要
な
助

言
・
指
導

村
上
市

・
国
保
事
業
納
付
金
を
新
潟
県
に
納
付

・
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
保
険
税
率
を

決
定
し
、
賦
課
・
徴
収

・
保
険
給
付
の
決
定

・
保
健
事
業
の
実
施

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
１
～
２
５
４
）

●
問
い
合
わ
せ

　

新
発
田
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

平
成
30
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

老
齢
年
金
受
給
資
格

　

⓾
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

必要な期間10年に短縮！

資格期間15年の人 資格期間15年の人

受け取れるよう
になった。

必要な期間25年

８月１日から これまでは

受け取れない。
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160

##
（ｍｍｈｇ） 100　→ 160 （ｍｍｈｇ）

家
庭
血
圧
（

お
家
で
測
定
し
た
血
圧
）

表1　血圧タイプ判別表（収縮期血圧）

外来血圧（健診や病院で測定した血圧）

↑

③仮面血圧

外来血圧は正常
で、家庭血圧が高
いタイプ。治療が
必要です。

家庭、外来血圧と
もに高い状態。治
療が必要です。

④持続血圧

①正常血圧

家庭、外来血圧と
もに正常な状態。
高血圧遺伝がある
方は、血圧測定を
継続したくださ
い。

②白衣血圧

140

135

家庭血圧は正常
で、外来血圧が高
いタイプ。すぐに
治療する必要はあ
りません。

　
◆
「
外
来
血
圧
」
と

　
　
　
　「
家
庭
血
圧
」

　

血
圧
は
、
１
回
の
測
定
で
判

断
で
き
ま
せ
ん
。
睡
眠
状
況
や

ス
ト
レ
ス
状
況
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

運
動
、
入
浴
な
ど
に
よ
っ
て
血

圧
は
常
に
変
動
し
て
い
ま
す
。

同
じ
時
間
で
も
測
る
場
所
に
よ

っ
て
も
違
っ
て
き
ま
す
。「
家
で

測
る
時
は
い
つ
も
ち
ょ
う
ど
い

い
の
に
、
病
院
や
健
診
に
来
る

と
緊
張
し
て
高
く
な
る
」
と
い

う
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

血
圧
は
測
る
場
所
に
よ
り
、

外
来
血
圧
と
家
庭
血
圧
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
「
外
来
血
圧
」
と
は
、
病
院
や

健
診
な
ど
で
測
定
し
た
血
圧
の

こ
と
で
す
。
診
察
の
時
の
状
態

を
知
る
基
本
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
医
師
の
前
に
な
る
と
血

圧
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り

す
る
人
は
、
家
庭
血
圧
の
測
定

結
果
も
参
考
に
し
ま
す
。

●問い合わせ
　保健医療課健康支援室
　☎53−2111（内線261〜266）

あなたの血圧はどのタイプ

健康啓発シリーズ 15 〜血管からのメッセージ〜

高血圧注意報発令中

　
「
家
庭
血
圧
」
と
は
、
家
庭
で

測
定
し
た
血
圧
の
こ
と
で
す
。

外
来
血
圧
よ
り
も
、
毎
日
測
れ

る
家
庭
血
圧
の
方
が
多
く
情
報

が
得
ら
れ
ま
す
。
大
切
な
こ
と

は
毎
日
続
け
て
測
る
こ
と
で
す
。

自
分
の
血
圧
の
状
態
が
分
か
る

よ
う
に
な
り
、
血
圧
を
記
録
し

て
主
治
医
に
見
せ
る
と
医
師
が

診
察
す
る
際
の
貴
重
な
材
料
に

な
り
ま
す
。

◆
あ
な
た
は

　
　
　
ど
の
タ
イ
プ
？

　

右
の
表
で
あ
な
た
の
血
圧
の

タ
イ
プ
が
判
断
で
き
ま
す
。
タ

イ
プ
を
判
断
す
る
に
は
、
家
庭

血
圧
の
測
定
が
必
要
で
す
。

　

す
ぐ
に
治
療
が
必
要
な
の
は
、

③
仮
面
高
血
圧
と
④
持
続
高
血

圧
で
す
。
な
お
、
②
白
衣
高
血

圧
の
人
の
約
３
割
は
、
将
来
高

血
圧
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

（mmHg）

①正常血圧
家庭血圧、外来血圧
ともに正常な状態。
高血圧遺伝がある人
は、血圧測定を継続
してください。

②白衣高血圧
家庭血圧は正常で、
外来血圧が高いタ
イプ。すぐに治療
する必要はありま
せん。

160

135

140→
←

100 160

荒川支所地域振興課地域福祉室
河内保健師

　あなたはどのタイプですか？
③仮面高血圧と④持続高血圧の
人は、すぐに治療を受けましょ
う。

③仮面高血圧
外来血圧は正常で、
家庭血圧が高いタ
イプ。治療が必要
です。

④持続高血圧
家庭血圧、外来血
圧ともに高い状態。
治療が必要です。
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月曜日	 ６日、13日、20日、27日
第２金曜日（館内整理日）	10日
※中央図書館の開館時間
　　火曜〜金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆中央図書館11月の休館日◆

【中央図書館新着図書】

◆　消えない月（畑
はた

野
の

智
とも

美
み

）
◆　ホワイトラビット（伊

い

坂
さか

幸
こう

太
た

郎
ろう

）
◆　翻弄（上

うえ

田
だ

秀
ひで

人
と

）
◆　きっと誰かが祈ってる（山

やま

田
だ

宗
むね

樹
き

）
◆　墨の香（梶

かじ

よう子
こ

）
◆　孤軍［越境捜査］（笹

ささ

本
もと

稜
りょう

平
へい

）
◆　編集ども集まれ！（藤

ふじ

野
の

千
ち

夜
や

）
◆　感傷的な午後の珈琲（小

こ

池
いけ

真
ま

理
り

子
こ

）

　

◆　今日からできる認知症予防の食事と生活（家
か

庭
てい

栄
えい

養
よう

研
けん

究
きゅう

会
かい

／編）
◆　なぜあなたの疲れはとれないのか？（梶

かじ

本
もと

修
おさ

身
み

）
◆　日本茶のさわやかスイーツ（本

ほん

間
ま

節
せつ

子
こ

）
○　和食のえほん（江

え

原
はら

絢
あや

子
こ

／監修）
○　くろくんとちいさいしろくん（なかやみわ）
○　おふくさんのおふくわけ（服

はっ

部
とり

美
み

法
ほ

）
○　まるみつけた（大

おお

塚
つか

いちお）
◆…一般書　○…児童書

図 書 館 ひ ろ ば
村上市立中央図書館　☎53−7511

地域包括支援センターだより

　「高齢者虐待」は身近に起こりうる問題です。
虐待を早期に発見し、問題の深刻化を防ぐために
は、近隣住民をはじめ、地域組織、介護保険サー
ビス事業者など高齢者を取り巻く関係者の『気づき』が大切です。

あなたの身近に次のようなことはありませんか

一日図書館員体験参加者募集
　図書館の仕事が体験できるイベント【一日図書館員】の参加者を募集します。
　本の貸出や閉架書庫の見学など、いつもと違う体験をしてみませんか。
○と　　き　12月２日㈯　午後１時30分～３時30分
○と こ ろ　中央図書館
○対　　象　市内の小学４〜６年生
○定　　員　６人（先着順）
○申し込み　11月４日㈯　午前９時～　　　　　　　　　　　　
　　　　　　電話または中央図書館カウンターで申し込んでください。（図書館の休館日は除く）

高齢者で
・「怖いから家にいたくない」「自由に使える
　お金がない」と訴えている
・身体に傷やあざを見つけることがある
・急に外出する姿を見なくなる
・汚れたままの衣類を着ている
・身体から異臭がする

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

高齢者虐待の防止に向けて
～「あれ？」と思ったら、まず相談 ～

　「何か変だな」と感じたら、ま
ず相談してください。相談・通
報についての秘密は守られます。

ご近所で
・介護の辛さを訴えている
・保健・福祉関係者と話をすることや、援助を

受けることをちゅうちょしている
・住居がきわめて不衛生になっている
・近所付き合いが少なく、訪問しても高齢者に

会えない、嫌がられる
・医師への受診や入院の勧めを拒否している
・悲鳴や怒鳴り声、物が投げられる音が家から

聞こえてくる

八幡社会福祉士




